
参考資料  風景写真の加工 

 

 

注意 
本章は Adobe Photoshop CS5 以降のバージョンに搭載された機能を使用します。Adobe Photoshop CS5 以降が

必須になります。 

 

 

 

データ作成に当たって 
写真・画像データは、「網化」を行うことにより、階調を表現します。しかし写真・画像データはその内容によ

り、暗い／明るい、細かい／粗い、色数が多い／少ないなどの違いがあり、それらを単純に網化しただけでは、

適切な加工結果は得られません。レーザー加工が可能なモノクロデータに変換する過程で、複数のパラメータの

調整が必要になります。これが写真・画像データをレーザー加工するに当たって設定出し・試行が必要になる理

由です。 

最も写真・画像データのレーザー加工を困難にしている原因は、レーザー加工の仕上がりの解像度が、階調表現

の再現性と反比例するという現象です。仕上がりの解像度は網化時の「線数」で定義されますが、「線数」を増

やし、細かくするほど階調の表現力は低下します。これは加工素材にレーザー照射してできたレーザースポット

が大きいため、線数を増やすと塗りつぶされた状態になってしまうことに起因します。レーザースポット径は、

加工素材やレーザー加工の加工設定より、大きく変動します。従って、適切なバランスを求めるには、さらなる

設定だし・調整が必要になります。 

 

 

 

加工に当たって 
写真・画像データを加工する場合は、レーザー加工機の状態が適切であることが要求されます。メインテナンス

が適切ではなく、機械的な状態が良くない場合、どのようなデータであっても写真・画像データの加工は成功し

ません。 

下記の３点の確認を行ってください。 

 

・光路が適切であること。 

・バックラッシュ補正値が適正であること。 

・焦点距離が適正であること。 

 

上記の項目の 1点でも問題がある場合は、必ず調整後に加工を起こってください。 

 

 

 

 

 

 

 



データ加工 
 

写真・画像データを Adobe Photoshop CS5を使用して、レーザー加工可能なデータに変換します。Adobe Photoshop 

CS5 より後のバージョンを使用する場合は、適宜読み替えてください。 

Adobe Photoshop CS4 以前のバージョンでは、本書のデータ加工は行えません。 

 

Adobe Photoshop CS5は以降 Photoshopと記します。 

 

 

① 画像の用意 

レーザー加工を行う写真、画像データを用意します。画像内容、サイズ、解像度は問いません。 

本書では、例として下図の森林の風景画像を使用します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② ファイルを開く 

Photoshop で画像ファイルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 画像解像度 

メニューの「イメージ」－「画像解像度」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 



「画像解像度」をクリックすると、画像解像度ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

まず、すべてのチェックボックスにチェックが入っているようにします。チェックが入っていない場合は、クリ

ックしてチェックマークを表示させてください。 

 

 

 

 

 

 

 



画像のサンプリング方法が、「バイキュービック法(滑らかなグラデーションに最適)」になっていることを確認

します。これ以外の設定の場合は、選択し直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



次に「ドキュメントのサイズ」の「幅」と「高さ」を設定します。 

 

まず単位を[mm]に設定になっていることを確認します。mmになっていない場合は、設定し直します。 

    

 

 

 

「幅」と「高さ」はレーザー加工を行ったときの仕上がりのサイズを mm単位で指定します。「縦横比を固定」に

チェックが入っているので、「幅」または「高さ」のどちらか一方を入力すれば、もう一方は自動的に変更され

ます。 

たとえば、幅を 120mmで加工したい場合は、120を入力します。 

 

 

 

 

 



最後に「解像度」を設定します。 

まず単位を[pixel/cm]に設定になっていることを確認します。pixel/inchの場合は、設定し直します。 

       

 

解像度は「400」を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



最後に「OK」ボタンをクリックして、ダイアログを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真・画像データのオリジナルの解像度により、表示される画像の大きさが変化する場合があります。 

表示倍率を変更して、全体が表示されるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ HDR トーン 

メニューの「イメージ」－「色調補正」－「HDRトーン」をクリックします。 

 

 

 



「HDRトーン」をクリックすると、「HDRトーン」ダイアログが表示されます。 

 

 

初期値のまま、「OK」をクリックしてください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



⑤ グレースケール 

メニューの「イメージ」－「モード」－「グレースケール」をクリックします。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



⑥ 平均化(イコライズ) 

メニューの「イメージ」－「色調補正」－「平均化(イコライズ)」をクリックします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



⑦ モノクロ２階調 

メニューの「イメージ」－「モード」－「モノクロ２階調」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 



「モノクロ２階調」をクリックすると、「モノクロ２階調」ダイアログが表示されます。 

 

 

「解像度」の「出力」が、400 [pixel/cm] になっていることを確認してください。 

400 [pixel/cm]以外の数値、単位の場合は変更してください。 

 

 

「種類」を「ハーフトーンスクリーン...」に設定してください。 

 



下図のように設定したら「OK」をクリックします。 

 

 

 

OK をクリックすると、「ハーフトーンスクリーン」ダイアログが表示されます。 

 

 

 

上図の設定にします。 

・線数  25  line/cm 

・角度  0 

・網点形状  クロス 

 

 

設定したら「OK」をクリックします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



⑧ ファイルの保存 

ビットマップ型式で、データを保存します。ファイル形式は「BMP(*.BMP, *.RLE, *.DIB)」に設定します。 

 

 
 
「保存」ボタンをクリックすると、「BMP オプション」ダイアログが表示されます。設定を変更せず、「OK」をク

リックします。 

 



加工設定 
 

本資料では、RSD-SUNMAX-QS、GS 用の制御用ソフトウェア LaserCut で説明します。RSD-SUNMAX-LT用の制御用ソ

フトウェア LaserCutLTも同様の操作で行いますので、適宜読み替えてください。 

 

 

① インポート 

 

保存したビットマップファイルを制御用ソフトウェアでインポートします。 

 

 

 

※ インポート後は、画像オブジェクトのサイズ変更を行わないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 加工設定 

 

加工モードを「彫刻」にします。 

 

 

 

 

 



次に彫刻設定を行います。「レイヤー」をクリックして、「彫刻の設定」ダイアログを表示させます。 

 

 

「彫刻速度」と「レーザー出力」、使用する機種、機体の状態、加工素材によって変化します。各自仕上がりを

見ながら調整する必要があります。 

写真・画像のレーザー加工は、ほんの僅かな加工設定値の変更で、仕上がりが大きく変化する、という特徴があ

ります。そのため、最も良いと思われるのは、「レーザー出力」値を 20に固定しておき、彫刻速度の値を変化さ

せて、仕上がりの変化を見て、彫刻速度を決めます。通常は 300～400程度の範囲です。 

彫刻速度が決まったら、加工素材によって、レーザー出力値を調整して加工を行います。 

 

「走査間隔」は 0.025です。それ以外の値に設定すると、適切な加工品質が得られません。 

 

「拡張スケール」は OFFです。 

 

双方向彫刻はチェックを入れてください。 
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